
12月定例会（平成22年第9回　12月3日～13日）
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平成22年度阿賀野市一般会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

可
決

歳入歳出2億7,554万8千円を増額。補正は減額分として職員人件費7,391万5千円、県営道路事業負担金2,300万円、交通安全施
設整備工事費5,000万円、ＪＲ東日本工事負担金6,200万円等、増額分として障害介護給付費9,510万6千円、生活保護扶助費4,660万円、新
型インフルエンザ予防接種委託料921万3千円、地域バイオマス利活用交付金1億5,000万円、道路舗装補修工事2,150万円、市道施設修繕工
事2,900万円、消雪井戸修繕工事等2,825万円、各小学校プール循環濾過機修繕工事と管修繕工事2,891万2千円等。

（仮称）市民交流エリア準備委員会の設置は、「福
祉の道の駅」の看板を換えただけであり市長の公約違反であ
る。市民の願いは開発事業ではなく、福祉、暮らし、教育の充
実であり優先すべきものである。
　よって、原案のうち（仮称）市民交流エリア準備委員会の費
用弁償140千円を削除し、経済対策事業費の道路施設修繕工事
費を140千円増額。 

○ ○ ○ ○ ○ 欠

否
決

市民交流エリア検討委員会の答申を尊重し、バイパスの関係や将
来の産業振興など総合的な判断から反対。

市民交流エリア検討委員会の答申は無視できないが、時間をかけ
議会や市民が十分納得できる説明が必要であり賛成。

平成22年度阿賀野市国民健康保険特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
可
決　歳入歳出2,303万8千円を減額。補正は後期高齢者支援金拠出金5,685万4千円、老人保健拠出金349万円等を減額し、平成21年度国県補助

金の返還金3,995万3千円等を増額。

平成22年度阿賀野市介護保険特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

可
決

　歳入歳出1,971万8千円を増額。補正は介護訪問調査員報酬等113万4千円、高額介護サービス事業費920万円、国庫支出金償還金1,328万1
千円、県支出金償還金43万2千円、地域支援事業支援交付金国庫支出償還金分115万9千円、県支出金償還金57万9千円、一般会計繰出金25万
9千円を増額、職員人件費163万8千円、スプリンクラー等整備費交付金468万9千円を減額。

平成22年度阿賀野市公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
可
決　歳入歳出1,620万2千円を増額。補正は総務費の職員人件費238万2千円、工事請負費1,300万円、一般会計繰出金954万3千円を増額し、下

水道事業費の職員人件費72万3千円、諸消耗品費100万円、物件等移設補償費700万円を減額。

平成22年度阿賀野市集落排水事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可
決　歳入歳出1,363万7千円を増額。補正は汚泥引抜料21万3千円、一般会計繰出金1,394万3千円を増額し、職員人件費52万円を減額。

平成22年度阿賀野市押切外四ヶ大字財産区特別会計補正予算（第1号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可
決　基金繰入金30万4千円を減額し、前年度繰越金30万4千円を増額。

平成22年度阿賀野市少年自然の家特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可
決　歳入歳出97万7千円減額。補正は施設等修繕料105万円、一般会計繰出金24万9千円増額、職員人件費2,276千円減額。

平成22年度阿賀野市水道事業会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可
決　収益的収入及び支出で営業費用1,354万円減額、営業外費用63万2千円増額。資本的収入及び支出で建設改良費933万円減額。

平成22年度阿賀野市病院事業会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

可
決

　収益的収入及び支出の収入で1億1,322万1千円減額、支出で2億1,333万5千円減額（委託料2,059万1千円、市町村総合事務組合特別負担
金1億9,980万円減額、医師養成修学資金貸与事業負担金30万円、不用品売却原価675万6千円増額）。資本的収入は退職手当債4億1,830万円
減額。
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阿賀野市家畜ふん尿処理施設整備基金条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可
決　当該基金の使途を拡大し酪農にいがた農協又はグリーンアクアセンター利用組合所有の施設修繕等の財源として処分可能とするもの。

阿賀野市体育施設条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可
決　寺社体育館を学童保育の場として、グラウンドをスポーツ少年団活動の場として利活用したい旨の申請を受け体育施設の用途を廃止。

阿賀野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可
決　ごみ収集場所に出された金属類等の資源物の所有権を市に帰属させ、収集運搬する行為の禁止と違反者に改善命令を可能とする改正。

廃
止

阿賀野市新保南郷前川原農業用施設の管理及び処分に関する条
例の廃止

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
可
決

　当該地の水路及び農道の維持管理が阿賀野川土地改良区である実態、また管理協定で同区に管理が移行されることから本条例を廃止。

そ
の
他

調停の申立てについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可
決　小学校の学校諸経費未納の解決を図るため、学校諸経費未納の保護者を相手方とし、未納金支払いを求める調停の申立てを行う。

字の変更について（保田・小浮） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 可
決　団体営（非補助）圃場整備事業による蓼瀬地区土地改良事業の施行に伴い、字を変更する。
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